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（１） 事業の目的と計画の概要

１．事業の目的と概要

よこはま あおば ふじがおか

よこはま つづき うしくぼ

・慢性的な交通渋滞の緩和
・東名高速へのアクセス性の向上 ・沿道環境の改善

標準横断図

計画概要

目 的 平 面 図

・都筑青葉地区環境整備は、慢性的な交通渋滞の緩和、東名高速へのアクセス性の向上、道路の環境改善を目的と
した、交差点の立体化（市ヶ尾立体、新石川立体）、歩道整備や右折レーンを設置する事業。

1
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一般国道246号
都筑青葉地区環境整備

計画交通量（台/日）
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青葉区
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江田駅

横浜市
都筑区

川崎市
宮前区

あざみ野駅

横浜青葉IC
K7

E1

市ヶ尾
立体部
（供用）

L=1.0km

都筑青葉地区環境整備 延長 約4.5km
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歩道整備
右折レーン整備
電線共同溝整備

L=1.1km

歩道整備
（供用）

L=0.4km

歩道整備
右折レーン整備
電線共同溝整備

L=0.9km

新石川
立体部
（供用）

L=1.1km
新石川地区

拡幅部

46,500台/日

64,600台/日

凡 例

開 通 区 間
整備中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道
市 道
鉄 道

立 体 交 差

30.00

3.00 8.50 5.008.505.00

電線共同溝 電線共同溝

41.90

8.00 1.0755.00 6.25 1.075 8.00 6.25 5.001.25

電線共同溝 電線共同溝

●整備後（平面部）

●整備前

事業区間 ：自）神奈川県横浜市都筑区牛久保町

至）神奈川県横浜市青葉区藤が丘一丁目
計画延長・幅員 ：4.5km・30.0～41.9m
車線数 ：4車線
計画交通量 ：46,500～64,600台/日
事 業 化 ：昭和50年度(1975年度）
全体事業費 ：約605億円※1（前回約590億円）
完成年度 :令和16年度※2(前回令和9年度)
※1 電線共同溝を除いた全体事業費は約562億円
※2 B/C算定上の完成年度

本事業の開通時期は事業進捗の見込みが立った時点で公表



２．事業の進捗状況と見込み等
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（１）事業の進捗状況等
１）事業の経緯

昭和39年度 （1964年度）：都市計画決定

昭和50年度 （1975年度）：市ヶ尾立体部事業化

昭和54年度 （1979年度）：都市計画変更

市ヶ尾地区（約1.1㎞）事業化

昭和61年度 （1986年度）：江田地区（約0.4㎞）事業化

平成 7年度（1995年度） ：新石川地区（約0.9㎞）事業化

新石川立体部事業化

平成 9年度（1997年度）：市ヶ尾立体部供用

平成13年度 （2001年度）：市ヶ尾地区（約1.1㎞）用地買収着手

平成17年度 （2005年度）：新石川立体部供用

平成19年度 （2007年度）：江田駅東交差点右折レーン延伸

令和 3年度 （2021年度）：新石川地区（約0.9㎞の内、約0.2㎞）

設計用地説明会

令和 5年度 （2023年度）：市ヶ尾地区（約1.1㎞）供用（一部区間除く）

令和 7年度 （2025年度）：新石川地区（約0.9㎞の内、約0.7㎞）

設計用地説明会
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歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約1.1km

歩道整備（H6供用）
延長約0.4km

歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約0.9km

立体部（H18.3月供用）
延長約1.1km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点

凡 例

開 通 区 間
整備中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道
市 道
鉄 道

246



右折レーンを設置する交差点（工事中）

右折レーン整備済の交差点
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歩道・右折レーン
電線共同溝整備

（事業中）
延長約1.1km

歩道整備
（H6供用）

延長約0.4km

歩道・右折レーン
電線共同溝整備

（事業中）
延長約0.9km

立体部
（H18.3月供用）

延長1.1km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

凡 例

開 通 区 間
整備中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道
市 道
鉄 道
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２．事業の進捗状況と見込み等
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現在の整備状況

（１）事業の進捗状況等
２）前回事業評価以降の主な整備状況

・当該事業の用地取得率は87％(令和8年3月末)。

・市ヶ尾地区において、一部区間除き歩道整備供用(令和5年度)。

・新石川地区の約0.9㎞区間の内、残る約0.7㎞区間において設計用地説明会を実施し、用地調査等に新規着手(令和7年度)。

１ 開通済みの立体部の状況
（新石川地区）

R8.５撮影

２ 歩道整備区間の状況
（新石川地区）

至 渋谷

至 厚木

今回
評価時

R8

用地進捗率
87％

（全体）

工事

用地

前回
評価時

R4

用地進捗率
85％

（全体）

工事

用地

凡 例

完了
工事中、用地取得中
未着手

１

至
渋
谷 至

厚
木

R8.５撮影



・市ヶ尾、新石川交差点の立体化により交通の円滑化が図られており、東名高速道路へのアクセス性が向上。

・江田駅東交差点において、右折レーンの設置により速度低下が緩和したが、横断歩道橋の一部未整備による左折
車両の滞留が発生。

・渋滞が発生している区間では死傷事故率が高くなっており、事故類型では追突が約半数を占める。

・本事業の整備により、更なる交通渋滞の緩和、交通事故減少が見込まれる。

・事業の効果や必要性、周辺環境に大きな変化は見られない。

２．事業の進捗状況と見込み等
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（２）社会情勢等の変化
１）現道の交通状況等

国道246号の交通状況

出典：交通事故データ（R03～R06）

データ：交通事故データ
（R03～R06）

データ：ＥＴＣ2.0
プローブデータ

（R7.4～R8.3）

国道246号の事故類型

R8.５撮影

１

至 厚木

至 渋谷

横浜青葉IC
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E1
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立体部（H10.3月供用）
延長約1.0km

国道246号 都筑青葉地区環境整備 延長 約4.5km再評価対象区間

歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約1.1km
歩道整備（H6供用）

延長約0.4km
歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約0.9km
立体部（H18.3月供用）

延長約1.1km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

上り

下り

死
傷
事
故
率

（
件
／
億
台
キ
ロ
）

40km/h以上
30～40km/h
20～30km/h
20km/h未満
データなし

【旅行速度】

整備中区間

開通区間

主要渋滞箇所

１

神奈川県
直轄国道平均
８４件／億台km

江田駅東交差点から続く先詰まり渋滞

市
ヶ
尾

市
ヶ
尾

駅
前

平
均
旅
行
速
度

（km
/
h

）

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点

7時－
9時－

11時－
13時－
15時－
17時－
19時－
7時－
9時－

11時－
13時－
15時－
17時－
19時－
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東京都
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134
1

246

409

２．事業の進捗状況と見込み等
（２）社会情勢等の変化

２）主な周辺環境の変化
・令和9年3～9月：2027年国際園芸博覧会 GREEN×EXPO 2027が開催予定。

・跡地は、テーマパークを核とした複合的な集客施設（KAMISEYA PARK（仮称））が計画。

出典：公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会

２０２７年国際園芸博覧会

5

２０２７年
国際園芸博覧会
KAMISEYA PARK（仮称）

都筑青葉地区環境整備

延長 約4.5km

出典：横浜市HP

KAMISEYA PARK（仮称）



２．事業の進捗状況と見込み等
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（３）事業の見込み等
１）事業費増加要因

①材料単価・労務費の上昇等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約 １５億円

合計 約１５億円増額

増額事業費増加の要因項目

約１５億円
・ 原材料費の高騰等に伴い、令和4年度に比べて材料単価・労務費が上昇。
・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

材料単価・労務費の上昇等①

約１５億円合計



1.00 
1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

R4 R5 R6 R7 R8

生コン アスファルト混合物

歩車道境界ブロック 横断防止柵

1.00 
1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

R4 R5 R6 R7 R8

普通作業員 運転手（一般） 土木一般世話役 交通誘導警備員

出典 ： 公共労務費単価※

※ 適用：神奈川県

２．事業の進捗状況と見込み等
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（３）事業の見込み等
２）事業費変更の内容①

①材料単価・労務費の上昇等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約１５億円増額
・原材料費やエネルギーコストの高騰等に伴い、令和4年度に比べて材料単価・労務費が上昇。

・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

1.57 歩車道境界
ブロック

1.27 アスファルト
混合物

1.85 生コン

■建設資機材単価の伸び率（R4.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（R4.4を基準に算出）

出典： （一財）建設物価調査会および（一財）経済調査会による材料費の平均上昇率※

※適用：神奈川県

1.20 普通作業員

1.21 運転手（一般）

1.32 交通誘導警備員

1.29 土木一般世話役

1.17 横断防止柵



２．事業の進捗状況と見込み等
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（３）事業の見込み等
３）事業進捗の見込みの視点

・平成18年3月までに立体部が4車線開通。

・本事業の用地取得率は87％（令和8年3月末）。

・既に用地買収に着手している市ヶ尾地区や新石川地区での用地買収において時間を要している。また、新石川地区
において関係機関等との調整により設計用地説明会開催までに時間を要していたが、引き続き、調査設計、用地買
収、工事を実施し、早期完成を目指す。
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浜
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歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約1.1km
歩道整備（H6供用）

延長約0.4km
歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約0.9km
立体部（H18.3月供用）

延長約1.1km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点

凡 例

開 通 区 間
整備中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道
市 道
鉄 道

246
246
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３．事業の投資効果
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（１）交通渋滞の緩和
・当該区間は、市ヶ尾地区や新石川地区の立体部の段階的な整備により、交通混雑が緩和。

・右折レーンが未設置の区間では、右折レーンの設置により、右折待ちに伴う速度低下の抑制が期待。

立体部完成による渋滞の緩和

国道246号の渋滞状況

新石川立体整備による
国道246号の速度改善

資 料：全国道路・街路交通情勢調査
※速度は上下平均速度を採用

データ：ＥＴＣ2.0プローブデータ（R7.4～R8.3）

横浜青葉IC

K7

E1 新
荏
田
団
地
入
口

整備中区間

開通区間

主要渋滞箇所

至

渋
谷

横浜市
青葉区

至

厚
木

江田駅

横浜市
都筑区

市
ヶ
尾

市
ヶ
尾

駅
前

江
田
駅
東

荏
田
町

荏
田

新
石
川

立体部（H10.3月供用）
延長約1.0km

国道246号 都筑青葉地区環境整備 延長約 4.5km再評価対象区間

歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約1.1km
歩道整備（H6供用）

延長約0.4km
歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約0.9km
立体部（H18.3月供用）

延長約1.1km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

１

上り

下り

平
均
旅
行
速
度

（km
/
h

）

7時－
9時－

11時－
13時－
15時－
17時－
19時－
7時－
9時－

11時－
13時－
15時－
17時－
19時－

立体部の速度低下なし 立体部の速度低下なし

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点

R8.５撮影

至 厚木

至 渋谷

１ 江田駅東交差点に右折待ち車両が集中

246
246

新
荏
田
団
地
入
口

新石川立体部供用
（H18.3）

40km/h以上
30～40km/h
20～30km/h
20km/h未満
データなし

【旅行速度】



至 渋谷

至

厚
木
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３．事業の投資効果
（２）東名高速道路へのアクセス性の向上
・市ヶ尾、新石川交差点の立体化により、交通の円滑化が図られており、東名高速へのアクセス性が向上。
・本事業が整備されることにより、東名高速道路とのアクセス性が向上し、救急医療施設、広域防災拠点や災害拠点
病院等への所要時間が短縮し、道路ネットワーク機能の強化に寄与。

東名高速道路へのアクセス

神奈川県総合
防災センター

神奈川県立
体育センター

聖マリアンナ
医科大学
横浜市西部病院

神奈川県立
厚木高校

川崎市立
川崎病院

パシフィコ横浜
展示ホール

けいゆう病院

横浜
アリーナ

横浜市立大学付属
市民総合医療センター

横浜
市民病院

日本医科大学
武蔵小杉病院

済生会
横浜市東部病院

関東労災病院

川崎市立
井田病院

昭和医科
大学病院

横浜
労災病院

国道246号
都筑青葉地区環境整備

延長 約4.5km

再評価対象区間

横浜青葉IC

凡 例

開 通 区 間
整備中区間

高 速 道 路
国 道

進出拠点
港北PA（上り線）

凡 例

進 出 拠 点
広域防災活動拠点
広域物資輸送拠点
地域災害拠点病院

出典：聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院HP

１ 開通済みの立体部の状況（市ヶ尾地区）

地域災害拠点病院
（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院）

２

R8.５撮影

至 厚木
至 渋谷

1

129

412

246

15
16

16

457

134

1

246

東京都

神奈川県

E83

K7

E１

K1横浜町田IC

綾瀬
スマートIC

E１A

海老名JCT

C4

E84

E16

B

K3

東名川崎IC

厚木IC 横浜市立みなと
赤十字病院

K5

横浜青葉JCT

B

E16

C4

16

E１

E83

１

２
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３．事業の投資効果
（３）沿道環境の改善
・市ヶ尾地区は歩道や電線共同溝が一部区間を除き供用済。
・無電柱化や歩道整備により、歩行者通行空間を確保し、安全性・快適性に加え、景観向上にも寄与することが期待。

事業箇所周辺の沿道環境

横浜青葉IC

K7

E1

至

渋
谷

横浜市
青葉区

至

厚
木

江田駅

横浜市
都筑区

川崎市
宮前区

市
ヶ
尾

市
ヶ
尾
駅
前

江
田
駅
東

荏
田
町

新
荏
田
団
地
入
口

荏
田

新
石
川

立体部（H10.3月供用）
延長約1.0km

国道246号 都筑青葉地区環境整備 延長 約4.5km
よ
こ
は
ま
し

つ
づ
き
く

う
し
く
ぼ
ち
ょ
う

自
）
横
浜
市
都
筑
区
牛
久
保
町

再評価対象区間

よ
こ
は
ま
し

あ
お
ば
く

ふ
じ
が
お
か

至
）横
浜
市
青
葉
区
藤
が
丘
一
丁
目

歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約1.1km
歩道整備（H6供用）

延長約0.4km
歩道・右折レーン
電線共同溝整備

延長約0.9km
立体部（H18.3月供用）

延長約1.1km

市ヶ尾地区 江田地区 新石川地区

右折レーンを設置する交差点（事業中）

右折レーン整備済の交差点

凡 例

開 通 区 間
整備中区間

高 速 道 路
国 道
主要地方道
県 道
市 道
鉄 道

3 至 厚木

至 渋谷

R8.５撮影

電柱が歩行者の通行を阻害（新石川地区）

１

歩道整備が一部区間を除き供用済（市ヶ尾地区）
至 渋谷

至 厚木

R8.５撮影

１

２

246
246

3

自転車・歩行者が狭い歩道内に混在（新石川地区）

R8.５撮影

至 厚木

至 渋谷

２



３．事業の投資効果
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・基準年次

・分析対象期間

・算出マニュアル

・基礎データ

・交通量の推計年次

・計画交通量

・事業費

・総便益（B）

・総費用（C）

・費用便益比（B/C）

：令和8年度

：供用後50年間

：令和7年8月

：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和22年度

：46,500～64,600（台/日）

：約605億円

：約2,479億円［約5,229億円］

：約1,600億円［約 625億円］（電線共同溝を除く）

： 1.5

［今回］ ［前回］

・基準年次

・分析対象期間

・算出マニュアル

・基礎データ

・交通量の推計時点

・計画交通量

・事業費

・総便益（B）

・総費用（C）

・費用便益比（B/C）

：令和4年度

：供用後50年間

：令和4年2月

：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和22年度

： 45,900～65,000（台/日）

：約 590億円

：約 1,638億円［約4,327億円］

：約 1,293億円［約 616億円 ］

：1.3

【参考】

費用便益比（B/C）

費用便益比（B/C）

１） 計算条件

（４）費用便益分析

：2.3（社会的割引率2％）

：3.0（社会的割引率1％）

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を整備の有無それぞれに
ついて推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上
改築事業と併せて施工される電線共同溝の工事費は含まない

注1）便益・費用について、［ ］内の値は基準年次における現在価値化前を示す。
注2）費用便益分析（Ｂ／Ｃ）等による評価を実施しない電線共同溝事業（無電柱化推進のために

改築事業と併せて施工されるもの）の工事費（約43億円）については、費用便益分析の費用に含めない。



３．事業の投資効果
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費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益

（Ｂ） 2,479億円
［5,229億円 ］

8.9億円109億円2,362億円

1.5

総費用維持管理費事業費
費用
（Ｃ） 1,600億円

［625億円 ］
35億円1,565億円

+10％
（＋20％）

-10%
（-20％）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

1.61.5交通量

1.61.5事業費

（1.5）（1.5）事業期間

２） 事業全体

注1）便益・費用については、令和8年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、［］内の値は基準年次における現在価値化前を示す値である。
注2）費用便益比算定上設定した完成年度は、令和16（2034年）年度（前回：令和9（2027）年度）である。本事業の開通時期は事業進捗の見込みが立った時点で公表する。
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注4）感度分析については、交通量・事業費は±10％、事業期間は±20％としている。



３．事業の投資効果
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事業全体項目

1,565億円事業費

費用 35億円維持管理費

1,600億円総費用(C)

2,362億円走行時間短縮便益

便益
109億円走行経費減少便益

8.9億円交通事故減少便益

2,479億円総便益(B)

1.5B/C

（５） 事業の投資効果のまとめ

走行時間のばらつきが縮小（385億円）時間信頼性向上便益

主な
その他の効果

走行速度が改善し、CO2排出量が削減（7億円）CO2排出量削減便益

走行速度が改善し、NOx排出量が削減（25億円）NOx排出量削減便益

周辺地区の騒音が低減（5億円）騒音低減便益

右折レーンの設置により、右折待ちに伴う速度低下の抑制が期待交通渋滞の緩和

東名高速道路とのアクセス性が向上し、広域防災拠点や災害拠点病院等へ
の所要時間が短縮し、道路ネットワーク機能の強化に寄与

東名高速道路への
アクセス性の向上

無電柱化や歩道整備により、歩行者通行空間を確保し、安全性・快適性に加
え、景観向上にも寄与することが期待

沿道環境の改善

街渠縦断管をスリット側溝へ変更することにより工事費を約0.2億円縮減コスト縮減



４．事業手法や事業計画・コスト縮減等の視点
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（１）コスト縮減の取り組み
排水構造物の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約0.2億円縮減

・当初、路肩排水施設は、暗渠タイプの街渠縦断管を想定しており、「街渠縦断管」では、20m間隔に設置されたグレー
チング枡から集水を行う必要がある。

・路面に連続的な集水スリットがある「スリット側溝」へ見直しすることで、枡間隔を広くすることが可能（50m/箇所）とな
り、約0.2億円相当のコストの縮減を行っている。

■スリット側溝■街渠縦断管



５．関連自治体等の意見
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（１）横浜市からの意見

（横浜市長からの意見）

・国道246号 都筑青葉地区の4.5km区間は、すでに立体化や江田駅東交差点の拡幅はされていますが、特に新石川
地区においては、右折レーンのない交差点が連続し、慢性的な渋滞が発生しているだけでなく、通学路である歩道の
幅員も狭く、地元住民などから改善を強く要望されています。

・市ヶ尾地区とともに、引き続き事業進捗率の高い箇所から集中的に整備を進めるなど効率的な事業展開を図り、事
業効果の早期発現をお願いします。

・また、進捗状況や整備計画等について、本市と密に連絡調整いただくようお願いいたします。



６．今後の対応方針（原案）
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（２）事業進捗の見込みの視点

（１）事業の必要性等に関する視点

・平成18年3月までに立体部が4車線開通。

・本事業の用地取得率は87％（令和8年3月末）。

・既に用地買収に着手している市ヶ尾地区や新石川地区での用地買収において時間を要している。また、新石川地区
において関係機関等との調整により設計用地説明会開催までに時間を要しているが、引き続き、調査設計、用地買
収、工事を実施し、早期完成を目指す。

・立体部の整備や右折レーンの整備に伴い、旅行速度が向上し、国道246号の渋滞の緩和が期待。

・市ヶ尾、新石川交差点の立体化により交通の円滑化が図られており、東名高速へのアクセス性が向上。

・費用対効果（B／C)は1.5である。

・事業継続とする。

・本事業は、慢性的な交通渋滞の緩和、東名高速へのアクセス性の向上、沿道環境の改善の観点から、事業の必要
性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが妥当と考える。

（３）対応方針（原案）


